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研 究 分 野 神経内分泌学 

研究キーワード 肥満、脾臓、IL-10、腸内細菌叢、腸管バリア機能 

研 究 内 容 １．肥満による全身性炎症性病変における脾臓由来IL-10発現低下の影響 

肥満による脾臓由来IL-10合成能の低下が肥満に伴う

全身性炎症病態の発症や糖脂質代謝異常に深く関与

していることが明らかにした。肥満では、脾臓から

の抗炎症性サイトカインであるIL-10合成が低下して

おり、その低下が中枢神経の視床下部、肝臓や内臓

脂肪、膵臓、腎臓、心臓などの多臓器に炎症性病変を

もたらすという結果は、世界的に注目されている。 

２．腸内細菌の二次性代謝産物による非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）の発症予防 

腸内細菌から生成される酢酸が肥満によるNASHの発症予

防に有効であり、さらに酢酸を生成させる腸内細菌の１つ

である R. flavefaciensを増やすためには、分岐鎖アミノ酸

（BCAA）とセルロースといった食物繊維を摂取すること

が重要であることを解明した。 

 

３．肥満による新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）感染症（COVID-19）重症化メカニズム

について解明 

肥満になると腸内細菌叢の悪化に伴い腸管バリア機能が破綻し、腸管内に存在する炎症惹起

物質であるlipopolysaccharide（LPS）が腸管外へと漏出することで、血中LPS濃度が増加す

る。そのようなLPSの増加した血流が肺に到達すると、SARS-CoV-2の受容体であるACE2の

発現が肺内で増加する。このような肺内でのACE2発現の増加がSARS-CoV-2の易感染性をも

たらし、さらにCOVID-19の重症化につながることを明らかにした。 
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